
、



HI点（st t ,s t）の動く領域 ちなみに、
→ 良問演習IA2B 第64問目 SHE ( s t t）2-2s t

= 4 - 2に Eb なので、逆像法の考え方がベースになるので

❤

t'E6は満たしているので要注意.でた辞書の確認を！
い） 実数存在条件に気付かせる優しい誘導 に）逆像法で考える（い）の誘導を活かす）

に、た）が領域Aに含まれるかは、 領域A内の点を（X.Y）とおき、
S + t = x . . . ③※非E..

"

を満たす実数s tが |st=Y・

"

を満たす実数_5.1がi i .

蜘が
対応
匇......

存在する（...

#

）ための .

①

#

より、（SA）はメシ2×+R=0の （xx）の必要十ーー分条件を求める。
2解であるが、 ←解と係数の関係
D/4 = 1 - E < Oより （st）は実数 ③④より （S.A）はたX×+Y=0の
とならない。 よって （2.R）は領域A 2解なのでD=が4'1-_-と0 が必要。
に含まれない。 y



また、⑤より ←対称式なので、基本対称式
（S+が-2st E 6 を利用！ 彡！

※！！が③④を代入して
x2_zYEG_e-S.tt消去できた.
となるので、

#

が成り立つための（XX）の

必要十分条件は、 ただし境界含む。
x

|X？4YEO
Y- 2 Y E f

である。

I X .Y）を（X.る）に変えて変形すると、

作が

だが
な州
州、
旬図示すると、



（3） 回転体の体積→良問② y

$

かと、 y

$

た3をX軸に対称に

☆軸にまたがった図形の回転で、 移した y-_-Iが+3 ← yを一 yに
場合分けが発生するようなものは. の交点のX座標は、
片方に寄せて考えると考えやすい。' f×2=-II+3

× - _ - 2 （X？0より） となる。

さらに、Y=f×2とy

$

が3の交点のX座標i※！！瓚！.ir| |x . . . . . . . . .2 f
/ク○

2

/ながげdx t！兀（iがdx
Aはな軸に関して対称なのでたa

" た

%

体 積 は

- 8 0
⑥
' た躘が a s考える。 「 ドーナツ回避



⑥ =元に（f×4-3×2+9）dx =川（EB-240+180）

=元Iiが一が+9×I -Hi-bb+9州
= 鬥 興=（もの

が進］
⑦ =EBTd x 以上より、

⑨ =fit(EEE）に（EB-EDT=Eだが1で
リサイクル =56-2545+24-8た となるので、

=がぽぶ）

秈啡
樹液
が唹=はB-E）を 112-5480-1-48-8

た
となる。忘れず
に！

⑧ =厭い+ 9 x I f - 4


